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キャストはりま塾に参加して

神吉　恵

キャストはりま塾生として、播磨町ため池コ

ミュニティ会議に３年間参加しました。分科会

では水利組合や自治会の人たちと、池について

の思いや意見を交わしました。

１年目の分科会では、「池は危ない」と言わ

れてフェンスで周りを囲んでもすぐに穴を作っ

てしまう…。

２年目「池は危ないかもしれないが、周りを

囲うだけでなく、自己管理できるようにした

ら…。」

３年目の今年は、「どうしたら昔のように池

と親しむことができるだろう。」といった意見

が交わされました。そして、狐狸ヶ池、妹池に

コミュニティが始められようとしています。

３月には“河辺いきものの森”への視察研修

に行きました。ここは二つの川の三角州で上流

から流れてきた多くの種類の木が育つ平地林で

した。住宅地として開発が進む中、「昔からの

緑を残したい！」人たちの熱意で、残し守られ

た森。森の管理は、行政と住民ボランティアの

協働による理想的な運営に見えました。

ゆめ塾連絡会で開いた、小学生の“子ども夢

フェスタ”では、動物のいる公園、遊べる海、

魚のいる川、緑豊かな森……など、多くの子ど

もが自然豊かなまちを夢に見ています。

「水に親しめる池、川、海、小動物のすむ森」

山のない播磨町にも、平地林なら造れるかもし

れません。それらの池、川、海、森に行くため

に、自動車ではなく、ベビーカー、シルバーカー、

車椅子、歩行、自転車で行きたくなる安全で楽し

い道ができたならどんなに素敵なことでしょう。

そんな“まちづくり”を目指して、次年度も

キャストはりま塾で仲間と話し合っていきます。

『水辺で自然と遊ぶ』

三村　隆史

１０月３０日（土）、小雨のパラつく中、喜瀬

川に入って魚を追ったり、竹筒で水を飛ばす子

どもたち。

ため池ウォーキングと喜瀬川遊ｉｎｇの参加

者は、ため池をめぐり、野鳥観察や鯉に触った

り、水質を調べながら、であい公園に到着しま

した。

ボランティアと塾生が協力して、石ころペイ

ントや焼いもも楽しんでもらいました。

親子の参加者も多く、お父さんやお母さんから

昔の遊びなどを話してもらっている子ども達。

地域の資源を生かす仕掛けがあれば、いっぱい

楽しめることを確認した一日でした。

住民の立場から広くまちづくりに関心を持っ

てもらう「しかけ」をデザインするために、次

のような取り組みを提案します。

① 新しい「豊かさ」の価値を創出し、相互扶

助のあたたかな心を交流させるために、さ

らにはコミュニティの活性化を図る仕掛け

として地域通貨「ＬＥＴＳ阿閇」の流通実

験を行う。

② 地域資源の「ため池」に広く関心を持って

いただくために、新井用水路をたどるエ

コ・ツーリズムを企画する。

③ 北池をはじめ、具体的な形になりつつある

「ため池コミュニティ協議会」の設立をサポ

ートしていきたい。

④ 播磨町らしいガーデニングを啓発するため

に、コンテナガーデンフォトコンテストを

開催する。

⑤ 北池の緑地を、野鳥が集う、自然豊かな

「平地林」として再生させたい。

塾からの提言
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「もう、出来たと思いますので、ボツボツ、

肥後守（ナイフ）を返してください」…「二

丁たりないよ、誰が返してないのかな、」若

いお母さんが一生けんめい竹とんぼの最後の

仕上げに入ってる、そばで心配そうに子供が

のぞき込んでいる、「出来た」とお母さん、

「出来た」と子供、二人のうれしそうな声。

まだ一丁足りないな、見ると隅のほうで必死

に竹とんぼを削っているお母さん、子供をそ

っちのけではまり込んでいる、「出来ました

か」「もうちょっと、私ひとつの事やり出し

たら熱中する性質で」とにっこり笑って言い

ました。さわやかないい顔でした。下は幼稚

園児から小学校高学年まで、親子で、竹とん

ぼ、紙飛行機、スナッグゴルフ（新スポーツ）

をシーサイドドームで、１１月に３世代参加

で行なった時のことです、子供達は肥後守の

使い方はまったくダメでしたが、やりだすと

一生懸命でとても楽しそうでした。一緒に来

た若いお父さん、お母さんも、始めは子供の

使う肥後守に心配そうでしたが、親子で一つ

の物を仕上げるという目的に向かっていく姿

は大変感動的なものでした。

また、親子ペアでのスナッグゴルフ大会は、

親子が交互にクラブとパターでボールを打っ

て目的のところへボールを付ける競技です。

親が打って、次に子供が打つ番ですが、なか

なかボールが前に行かない子供、後が追いか

けて来ているので気が気でないお母さん、

「早く早く」とせかすのでよけいに打てない、

子供がうまく打てないと、手を添えようとす

るお父さん、「１人でやるー」と大きな声で

がんばる子供、日頃のその家庭を垣間見たよ

うな気がする。しかし、何にでも一生懸命取

り組む子供達を見ているとなんとも言えない

さわやかで良い気持だ、私達まで晴れ晴れと

した気持になれる、ボランティアに参加して

本当によかったと思いました。

３月１３日（日）には、中央公民館で、播磨町

子供夢フェスティバルが開かれました。８０

人近い子供達が、各班に分かれて、最初のボ

ール遊びはまだ硬くなっていた子供達、盛り

上げようと校長先生まで輪の中に入って一緒

にゲームを。しかし、○×ゲームのころから

は俄然乗ってきた子供達、各グループで自分

達の夢を自由に書くと言う時間では、大変感

動的なものでした。何の申し合わせも制約も

なしで各班が書いているのに、書かれた事は

とても似通っているのに驚きました。山、川、

海、公園、遊園地、鉄道。家の中の絵や文章

を書いた子供は一人もおりませんでした。子

供達は広い青々とした野原や山や川や海で思

い切り遊びたいと言う願望があるのかなあ、

たまには大人が押し付けず、公園をひとつ借

り切って自由に遊ばしてやったらどんなに喜

ぶだろう、その上、少々公園のものを壊して

も、掘っても、いいよといえば…。

今、愛、地球博が名古屋で開かれています

が、バスで行こうかと言えば、「おお、行こ

う」と子供達は即座に答えると思います。朝

４時の出発でも、夜帰りが遅くなっても、学

校１日休んでも「行くぞー」と答えそうな気

がする。将来の日本を託す、たくましい子供

になってほしい、そのためには手伝いはする

が、押し付けにならない、過保護にならない

子供達へのボランティアを考えなければなら

ないと思いました。

三上　年一
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親があって、その子供が

いて、成長してその子供に、

子供が出来る。そのそれぞ

れの世代が一緒に生活する

ことが、人間の世界では自然な形ではないか

と思っている。つまり、先代から受け継がれ

た人としての行儀、作法、食事のこと、約束

事、その他、生きていくための所作が自然の

中で培われて成人になるとともに巣立ち、社

会人として一人前であることを証明してもら

える、昔はそうであった。

今回３世代を紡ぐというテーマで、紡ぐた

めのいろいろなイベントを企画した。

①歌い継いでほしいもの

（童謡唱歌、昔の名曲、流行歌）

②作り継いでほしいもの

（竹とんぼ「肥後守を使って」、紙ヒコーキ）

③食べ継いでほしいもの

（ちゃぶ台的食事風景、一家団欒）

④語り継いでほしいもの

（行儀、作法、ことわざ、故事）

結果として

①の場合、平成１６年４月２日（金）午前１０

時より、ＮＨＫうたのお姉さん、田中久美子、

美也子さんを迎えて、３世代楽しめる童謡コ

ンサートを開いたところ、中央公民館大ホー

ルが親子連れで超満員となった、一家族５００

円という有料であったのに…これを基に考え

た企画であったが、盛会といえるのは、１０月

１０日（日）ふれあいカラオケと、２月２７日

（日）の今昔童謡コンサートのみであった。

しかし、残念ながら、音楽で紡ぐことはむず

かしいと思った。

塾長　長尾　禎則

３世代を紡ぐということ

②の場合、紙ヒコーキと竹とんぼ作りにつ

いてはある程度確信はあった。実際やってみ

ると想像以上に反応があり、今の子供達がい

かに、刃物を使った手作りに憧れているかが

良く分かった。刃物を使ってモノを作ること

は、誤って手指を傷つけることも同時に考え

られるが、しかし、それはわずかな授業料と

して、貴重な体験である。痛みの分かる人と

して育つからである。この重要な体験から逃

げる今の教育現場は、いかがなものか、個人

的には疑問を感じる思いである。

③の場合、ちゃぶ台と言える懐かしい食事

風景が思い浮かぶと思うが、ちゃぶ台的（？）

食事風景が現代では消えて家族（核家族）全

員が食卓を囲んで朝ごはん、晩ごはんを食べ

る機会がめっきり減り、家族のコミュニケー

ションが希薄になっている。個々の生活環境

の相違から起こる現象ではあろうが悲しい現

実である。核家族でありながら家族の中の核

が見えない、せめて、核の存在を認識する機

会がほしい。

④の場合、行儀、作法、具体的に言えば言

葉使い、食事の際の箸使い（箸の持ち方）、

ことわざの語り継ぎ、漢字を含めた、国語力

の充実等、教育現場だけではなく、家庭の中

でも折にふれては漢字の話題を持ったり、こ

とわざカレンダーを吊り下げて、理解を深め

たり、日常の中に人間教育を持ち続けたい。
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３世代で楽しめる
命のリレーカード普及

コンサート

最高に嬉しかったことは、
このコンサートの前日と翌日に、
新聞報道されたことでした。
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4月2日（金）10:00～11:00
３世代で楽しめる童謡コンサート

ＮＨＫうたのお姉さん田中久美子さん

妹さん田中美也子さんを迎えて、ご覧の通り

超満員でした。

（播磨町中央公民館大ホールにて）

ＮＨＫうたのお姉さん田中久美子さん

妹さん田中美也子さんを迎えて、記念写真

（播磨町中央公民館ロビーにて）

5月6日（日）
赤穂海浜公園内の塩の国にて、塩作りにチャ

レンジする。

約３０分で完成した。

貴重な体験でした。

小学生も１１名参加してくれて楽しい１日で

した。

赤穂資料館で昔の道具をいろいろ見学して充

実した１日でした。

（塩作りの様子）

「3世代を紡ぐ　元帰塾」 平成16年　活動報告書
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11月7日（日）
手風琴（アコーディオン）のグループ

「アルデンテ手風琴アンサンブル」を招いて

盛大なコンサート

童謡から世界の名曲、昭和のナツメロ、その

他

「笛吹けど兵踊らず…」

11月23日（祝）
播磨町シーサイドドームにて

「シーサイドフェスティバル」

肥後守を使った、竹とんぼ作り、紙ヒコーキ

作り。

作った竹とんぼで競技、

続いて紙ヒコーキ飛ばし大会。

昼食の後、スナッグゴルフ講習会。

そのあとコースを回って大会。

初めての経験であるにもかかわらず、親も子

もみんな楽しく、一生懸命にプレーをしまし

た。
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7月11日（日）
ちゃぶ台文化（おばあちゃんの台所）

朝ごはんの部

昔のちゃぶ台での朝食の準備中

（中央公民館、料理教室）

7月11日（日）
朝食が完成して

実際に使用されていた５０年前の、ちゃぶ台

に朝食を載せて、その時代の雰囲気で味わう。

（中央公民館、和室）

10月10日（日）
第１回カラオケのど自慢

なかなか盛会でした

ちびっ子も楽しく歌ってくれました。

（中央公民館、大ホール）



－ 25 －

3世代家族ゆめ新聞　応募数　0でした
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12月26日（日）

ちゃぶ台文化の行事として親子で年越そばを

作ることにチャレンジしました。

この様子は翌日の神戸新聞に載りました。

（中央公民館、料理教室）

平成17年2月27日（日）
播磨町健康生き生きセンター（3F）

童謡今昔コンサート

ご覧のとおり満員の中で童謡今昔を楽しみま

した。

しかし、残念なことに子供の姿が少なかった。

平成17年3月27日（日）
ちゃぶ台文化（おばあちゃんの台所）

晩ごはんの部

晩ごはんはやっぱり「なべ」です。

昔の「なべ物」１.みそ鍋（土手鍋）、２.寄せ

鍋（ざこば鍋）、３.とり鍋（かも）の３種類

をおいしく味わいました。
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められない。

それを日々見ているうちに校長先生は、こ

れは大変だ、いまに日本人は指先で何もでき

ない民族になってしまう、と危機感を抱いた。

それに、指は第二の脳、という。指が使え

なければ、脳までだめになってしまうのでは

ないだろうか－。「それで校長先生は、ナイ

フを使わせてみよう、神経を集中して使わな

いと危険だから、いやでも指先が器用になる、

と考えたのです」

ナイフといっても、肥後守なら折り畳んで

どこへも入るから便利だし、安全だ。

それでもやはり保護者の間からは、危ない、

と反対の声も出た。だが、ＰＴＡは校長先生

の考えを理解し、積極的に資金集めに乗り出

した。

「廃品回収で肥後守代をひねり出して下さっ

たんです。子供たちも手伝いました」。

それから十八年。

今では毎年新入生に、まあたらしい肥後守

が一本ずつ、ＰＴＡからプレゼントされる。

今年も五十一人の新一年生に贈られた。

「担任の先生が使い方を教え、じき鉛筆が

削れるようになります。うちの学校には鉛筆

削り器は一台もありません」。『ナイフに親し

む週間』というのがあって、六年生のお兄さ

ん、お姉さんの指導で竹の耳掻き、コマ、小

枝のキーホルダーなどを作る。

そうやって、ナイフの正しい使い方、研ぎ

方を覚えていく。

もちろん、初めのうちは指を切る子がいる。

血を流しながら、保健室へ駆け込む。

「でも、それも大事なことなんです。その経

験から、ナイフの使い方を誤ると怪我をする、

ということを身をもって学んでいくのです」。

上級生になると、新しく転任してきた先生

がびっくりするほど肥後守の使い方が上手に

なり、「卒業作品として、見事な木彫りの衝

立を残していってくれたりするまでになるの

ですよ」。

兵庫の永尾さんが月に一万本ほど作る肥後

守の多くは、今も九州でよく売れる。

「大工の竹細工や繊維の裁断なんかに使われ

とるようですな」。

学校で、という話はまず聞かない。

「学習塾で、集中力をつけるために、これで

鉛筆を削らせたい、という話が来たことはあ

りますがな」。

昨年、永尾さんは会染小学校の児童たちに

招待されて、長野へ行った。「子供さんたち

が一人一本ずつ、鉛筆の軸を薄く肥後守で削

ってね、そこへワシあてのメッセージ彫り込

んで贈ってくれたんですわ。うれしかったで

すなあ。宝物です」

児童たちは校名入りの肥後守を一本ずつも

らい、握手して、鋼職人の手のごつさに目を

丸くした。

卒業生たちは中学へ進学してからも、筆箱

に肥後守を入れている。

「中学校は刃物の持ち込み禁止ですが、会染

小学校から来た子は別格ということになって

いるようです」

文部省（現在の文部科学省）から同小学校へ、

「児童にナイフを持たせるのは、少し考えて

もらいたい」という意味の圧力がかかってき

たことがある。

しかし先生たちは、これはもう本校の伝統

だから、とやめなかった。

「在校生、卒業生を通じてこの十八年間、肥

後守で他人に怪我をさせたような不祥事は一

度もありません。正しい使い方が身について

いれば、そんなことは決して起きないのですよ」
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「肥後守」のよさをもっと知ってもらおう

と思ったのは、この記事がきっかけでした。

皆さんにも古き良き日本文化を大事にしてい

ただけたらと思います。

肥後守を知っていますか。

小学校を卒業して四十年以上になる人な

ら、子供のころきっと筆箱かポケットに一本

持っていた、刃渡り八センチほどの折り畳み

式ナイフだ。

主たる用途は、教室で鉛筆を削るところに

あった。

工作の時間には、木や竹を削ったり、彫っ

たりした。

家へ帰ると竹トンボを作り、女の子は上手

に柿の皮をむいた。

『読むクスリ』子は、肥後守で杉の実鉄砲

を作るのが得意だった。

細い竹を切ってきて筒にし、先に小さな杉

の実を詰める。そして先端に布を巻きつけた

棒を、筒に押し込んでやる。すると圧縮され

た筒の中の空気が、ぽん、と杉の実を勢いよ

く飛ばすのだった。

そんなふうに教室でも遊びにも子供たちが

重宝した肥後守が、昭和三十年代の半ば以降、

ばったり姿を消してしまった。

「演説中だった社会党の浅沼稲次郎委員長が

少年に短刀で刺殺され、婦人団体中心に刃物

追放運動が盛り上がったからなんです」

と兵庫・三木市で今も細々と肥後守を作り

続ける永尾駒製作所の永尾元佑さん（六十八

歳）。

一九六〇（昭和三十五）年十月十二日、浅

沼委員長は東京・日比谷公会堂の演壇で、十

七歳の右翼少年に刺殺された。

その前から婦人団体などの間に、「子供に

刃物を持たせるのは危険」

という声があったように記憶している。

それが、このテロ事件でいっぺんに大きく

なった。

どんな刃物でも子供が持つのは悪、という

ことになり、肥後守も取り上げられてしまっ

た。

代わって学校にも家庭にも備え付けられた

のが、あの音ばかりうるさい鉛筆削り器だっ

た。「それで私たちには仕事がなくなりまし

た。市内に四、五十軒あった肥後守作りの業

者がばたばた倒産し、残ったのは私のところ

だけになってしもうて」

三木は江戸時代から、ノコギリ、カンナ、

ノミなど大工道具を作る金物の町として知ら

れていた。「折り畳み式の肥後守はね、明治

時代の中ごろに、この町で初めて考案された

ものなんです」

それで当時は、製造地の名を冠して発売さ

れていたが、九州地方、とりわけ熊本、つま

り肥後でよく売れたので、鉄（あるいは真鍮）

製の柄に『肥後守』の銘を入れたものを作った。

「それが熊本の人に喜ばれてね、ますます売

れる。その人気が九州から全国に広がったも

んだから、三木で作られる折り畳み式ナイフ全

部に肥後守の銘を入れることになったんです」

日本刀の焼き入れ方を使ったので切れ味も

よく、肥後守は全国を席巻して、大人も子供も

その名を知らない者はないまでになっていく。

むろんその陰で、おびただしい偽肥後守が

各地で作られることになるのだが。

さて、いわれなく“悪”の汚名を着せられ

て肥後守が全国の学校から消えて二十年ほど

後に、これに目に付けた教育関係者がいた。

「一九八三（昭和五十八）年当時の、この小

学校の校長先生なんです」

と長野・池田町立会染小学校教頭の川口邦

博さん（五十二歳）。

最近の小学生は手先が不器用で、雑巾が絞

れない。靴ひもは結べないし、窓のカギも閉

肥後守ふたたび
上前淳一郎

かねこま
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